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④ にぎわいの森の追加効果検証

クロス分析
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【身体的健康評価】
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ウェルビーイングの評価測定案（検討中）

【評価対象】
・職員20人程度を想定
※グリーンインフラ評価の考え方とその評価例(令和３年度中間報告
書)の引用文献では16人で実施

【計測方法】
・簡易電子血圧計（５台程度想定）を使用し、にぎわいの森及び役所内

会議室における安静時の血圧・脈拍を測定する。
・測定結果から、にぎわいの森滞在時と会議室滞在時の変化を比較する。
・14:00～16:00にかけて実験を行うこととし、20人程度を２グループに

分け、２回に分けて測定する。

【計測手順】
①Ａグループに移動してもらい、会議室において、５分間安静状態を

保ったのちに、血圧・心拍数を測定（同時に気温・湿度等を計測）
②その後、にぎわいの森に移動し、５分間安静状態を保ったのちに、

血圧・心拍数を測定（同時に気温・湿度等を計測）
③上記の計測をＢグループでも同様に実施

【評価方法】
・会議室における安静時の血圧から、以下の３グループに分ける。
■高血圧（最高130mmHg以上、最低90mmHg以上）
■正常（最高100-130mmHg、最低60-90mmHg）
■低血圧（最高100mmHg以下、最低60mmHg以下）

・会議室における安静時とにぎわいの森における安静時の血圧・脈拍
の変化を評価する。

【留意点】
※生理効果の計測は、研究機関における研究倫

理審査の必要性について国土交通省内確認中

※グリーンインフラ評価の考え方とその評価例(令和３年度中間報告書)より
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生物多様性の評価（エコロジカルネットワーク）（検討中）
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【評価手順】
①人工衛星データより、緑地を抽出
②各緑地から125mのバッファーを飛翔空間として設定
（※鳥類の距離圏域250ｍから設定）
③対象敷地から１km圏域内に占める飛翔空間の割合を算出
④以下の３パターンで上記の数値を算出し、比較検証する
整備前
整備後
緑地を整備しなかった想定

【参考】グリーンインフラ評価の考え方とその評価例(令和３年度中間報告書)より

【航空写真による評価（試行）】

【留意点】
 にぎわいの森は、都市部での開発ではなく放棄林にお

ける整備事業となるため、事業後の評価は下がること
が想定される。

飛翔空間の価値 ：82.1

飛翔空間の価値 ：７９．１

飛翔空間の価値 ：７８．７

事業後

1km

事業後(緑地整備を行っていない想定)

1km

事業前

事業地

1km

【評価結果】
対象敷地から１Km圏域内に占める飛翔空
間の割合を比較すると、事業前が82.1％、
事業後が79.1%となり本事業により約３％
飛翔空間が減少しているが、歩人業で緑
地を整備しなかった場合、さらに0.4%飛
翔空間が減少していた。
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